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知って得する！話題のトレンドワード（第7回）

ポイント解説！スッキリわかる「漏えい等が発生した場合の個人情報保護委
員会への報告及び本人通知の義務化」

2023.10.20

いま話題のトレンドワードをご紹介する本企画。第7回のテーマは、「漏えい等が発生した場合の個人情報保護委員会への
報告及び本人通知の義務化」です。言葉の意味、そしてその背景や関連する出来事を解説していきます。みなさまのご理
解の一助となれば幸いです。

 

「漏えい等が発生した場合の個人情報保護委員会への報告及び本人通知の義務化」とは
2022（令和4）年4月1日から、個人データの漏えい、滅失もしくは毀損（以下「漏えい等」と記述）が発生し、個人の権利や利
益を害するおそれがあるときは、個人情報保護委員会への報告及び本人通知が必要となりました。現在、すべての個人情
報取扱事業者において、こうした事態が起きたときは、速やかに個人情報保護委員会へ報告（速報）、続いて30日以内に
確実な報告（確報）を行い、併せてわかりやすい方法で本人に事態の内容を通知する義務があります。万が一の際に慌て
ないよう、その内容を知っておきましょう。

関連する出来事などの背景

個人のプライバシーにかかわる情報である「個人情報」の有用性に配慮しながら、個人の権利や利益を守ることを目的とし
た「個人情報保護法」（正式名称「個人情報の保護に関する法律」）は2003年5月に制定、2005年4月に全面施行されました
。その後、デジタル技術の進展や社会情勢の変化、世の中の個人情報に対する意識の高まりなどに対応するため、個人
情報保護法はこれまでに3度の大きな見直し改正が行われてきました（個人情報保護法に関する総合的な情報は、個人情
報保護委員会「個人情報保護等」から参照できます）。

それでは、以下で内容を確認していきましょう。… 続きを読む
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